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テ レ ビ に 対 す る 批 判 の 類 型 と  

そ の 心 理 的 メ カ ニ ズ ム に 関 す る 理 論 的 考 察  

齋藤 誠子 

 
1953 年の放送開始以来、テレビは多くの人々を魅了する反面、その影響力の大きさから批判

の対象でもあった。たとえば、主に 1950～60 年代に指摘された大宅壮一氏の『一億総白痴化』

に代表されるような「低俗番組批判」や「悪影響論」（橋元,2011；桜井,1994 など）、主に 1970
年代頃から問題視された「やらせ批判」（田所,2007；富山,2005；渡辺,1995 など）、2000 年代

以降に問題化した 「視聴者のテレビ離れ」（猪熊,2011；吉野,2016 など）が挙げられる。 
これらの批判は、テレビを取り巻く出来事や事件とともに表出・議論される傾向にある。そ

のため、我々が知ることができるのはその時期の代表的なテレビに対する批判であり、視聴者

が実際にテレビに抱く批判の実態はわからないという問題点をはらんでいる。 
以上をふまえ、本報告では現在テレビ番組に対してどのような批判が存在するのかを知るた

めの調査をし、その心理的メカニズムについて理論的考察を行った。「放送・番組向上機構」

（以下、BPO）がホームページで公開している「視聴者意見」2015 年分の意見 591 件から、さ

らに「テレビ番組に直接関係ない」と考えられる意見を除外した 456 件を分析対象とし、KJ 法
を用いて分類した。 
その結果、報道番組には報道の「中立性」「自律性」を求める意見が多く、バラエティ番組

にはモラルや人権を軽視するような内容に対する批判が多くみられた。また、番組のジャンル

に関係なく、暴力・危険行為を若者が見ることで悪影響を受けるのではという懸念や、偏見を

助長するような差別的な内容に対する批判が多いことがわかった。 
本報告では、分析結果を「第三者効果」と「敵対的メディア効果」という、メディア効果研

究の理論を用いて考察を行った。「他者への悪影響を危惧した意見」には第三者効果が、「報

道の中立性・公平性を求める意見」には敵対的メディア効果が働いていると想定したからであ

る。 
第三者効果（third-person effect）は「自分はメディアの影響を受けないが第三者は違うと考え、

それに基づいた行動を取ること」（Davison,1983）を指す。根本的な要因として「自分は他者と

違う」という自己と他者への認識の不一致が挙げられ（Gunther 1991）、受け手要因として「高

い教養」（Cohen et al. 1988；Lasorsa, 1989；Tiedge, 1999），「高年齢」（Tiedge et al., 1999），

「自己の専門性の認知」（Lasorsa,1989），「自尊心」（Perloff, 2002），「男性」（安野，1996）
が報告されている。 
敵対的メディア効果（hostile media effect）は、「メディアが自分と反対側の陣営にとって有
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利な方向に歪んでいると認知する傾向」（Vallone,1985）を指す。Davison（1983）は第三者効果

の関連理論として当時まだ存在していなかった敵対的メディア効果の概念を取り上げ、それを

説明する出来事として 1972 年のアメリカ大統領選を挙げた。候補者であったマクガヴァン支

持者は新聞でニクソンばかり取り上げていると感じる傾向にあり、同様に、ニクソン支持者も

マクガヴァンの新聞での扱われ方をそのように感じているという傾向がみられた。実際はマク

ガヴァンとニクソン、両者ともメディアにおいて同等に扱われているにも関わらず、それぞれ

の支持者がメディアに対して上記のような感じ方をしていたという。Vallone(1985)によれば、

人々はマスコミの報道に対して、「公平性・客観性が欠けている／事実とは異なる内容を報じ

ている」と感じる傾向があり、「中立な報道であっても、白か黒で判断」しようとする。それ

によって敵対的メディア効果が生じると言及している。 
BPO に寄せられた意見には、「若者が影響を受けないか心配」「このような演出は子ども同

士のいじめにつながるのではないか」など自身ではなく若者や子どもへの悪影響を懸念するも

のがよくみられ、第三者効果が働いていると仮定できる。懸念の対象が若者や子どもであると

いう点では、このような意見を投稿する人は第三者効果の受け手要因として報告されている「高

年齢」であると想定できる。しかしこれまでの研究で「高年齢」の定義が明確にされているわ

けではなく、他の受け手要因も含めてさらに検討する必要がある。 
一方、敵対的メディア効果に関しては、概念の根底に「自分が支持する党派」という考えが

あるのに対し、本分析で得られた批判は「報道は中立であるべきだ」という考えが根底にある。

よって、本分析で得た「ニュース報道に対する批判」に、敵対的メディア効果は適⽤しないと考

えられる。 
本報告ではテレビ批判の関連理論として第三者効果と敵対的メディア効果を挙げ、考察する

に留まった。今後はテレビ批判の心理的メカニズムについて、他の理論の検討も含め、今後実

証的な研究を進めることが求められる。 
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